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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

SDGs（持続可能な開発目標）の達成には企業活動が重要な要素のひとつであるが、そこでは

企業活動に影響を及ぼすさまざまなステークホルダーの行動変容が鍵となる。本研究では、と

りわけ企業選択行動に着目し、主に日本全国を対象とした 2年間にわたる独自のオンライン調

査のデータと副次的に広島大学の学生を対象としたオンライン調査のデータを用い、SDGs に

向けた企業の積極的な取り組みが各種企業選択（消費行動、就職活動、投資行動）にどのよう

な影響を及ぼすかについて各種分析を行った。第１章は序論として既往研究に基づく本研究の

動機や目的を説明した後、第２章では各章で横断的に関連する共通の調査方法や分析方法につ

いてまとめて説明した。第３章では、企業の SDGsに対する取り組みは、これまでの CSR（企

業の社会的責任）とは異なり、単なる社会貢献ではなく、本業を通じて行われることの重要性

が問われていることの理解が、どのような SDGs目標に、どのように積極的に取り組むかによ

って企業の評価や選択に対してどう影響を与えるかを分析した。第４章では、これらの企業選

択について、消費行動、就職活動、投資行動のそれぞれの目的に分けて分析した際の相違につ

いて検討した。さらに、第５章では、パーソナリティや環境意識などさまざまな個人属性の違

いが企業選択行動にどのような違いをもたらすかを分析した。第６章では、とりわけ Z世代や

ゆとり世代と言われる若者世代がどのように SDGsに積極的に取り組む企業を評価するのか、

企業選択行動が他の世代とどう異なるかについて検討を行った。これらの結果を総括して、（１）

SDGsへの取り組みは企業選択に影響を与え、その影響は消費、投資、就職の順に大きい。（２）

本業を通じた取り組みが評価されるという考え方の浸透は、企業選択に影響を与える。（３）

SDGs のどの目標に取り組むかによって影響が異なり、それは個人の考え方や属性によっても

大きく影響される。（４）若者世代はより SDGsへの取り組みにポジティブな影響を受けやす

い、などを明らかにした。なお、これらの主要成果は、4 編のインパクトファクター付き国際

ジャーナルに学術論文として掲載済みである。 

以上を踏まえ審査した結果、審査委員全員一致で、本論文が著者に博士（学術）の学位を授与

するに十分な価値があるものと認めた。 




